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第6事巨 7ル ミニウ ム を助 燃 剤 とす る場 合 に於 け る炎

光スペクトルに就いて

r 挿 言 Il 突放挨果とその考察

杓職までL=於いては耗温慕炎光ス-タ♪ルにBCL-･' 次の虎公(81).こて畑 した銘文はi!1り如くなつ
7才yウムJL脚 とする特合について述べた｡淵 た.
で,iマグネシナ▲の代りにアル ミニウムを毒し､た境合 表t

は如何になるかせ知るあに二三の柵 ■こより故対をPt

みた.釈放の万状.隅 の隅迫符に関しては前租まで
に虚けると全く何奴である｡

7ルミュウふなマグネ/ウムの代りに用いた和河の

炎はこれまでに述べたものとtZLl=遇っている｡即ち炎
小に7ル ミュウ人の多Laの浪滴な鋲じ之が飛散して火
の粉セ4=ずるが如くP.辞される,即ち7ル ;ニウJJLi
･77ネ/ウムよりも沸Irが前く,わに- 7 才ノウ人の

如く蒸発が完全に行われない為であろ う｡(.TLIF:の沸

I'日 日0.C.▲＼lの許F'11800OC)従って発色剤を中洞
巾に】児入してもその】払取i～7ヰyウムの番台ほと朗
轍に現われない.
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No i/ L A

193 )84 )60 87】
194 182 160 880

195 162 160 1032

196 216 320 1735
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瀬 tによるス-タトル写異な-/7,-L>は写真 1の如くな

ち,

触 こて茨の枇 耗累した掩灘は次のiLTくであ 写六1 7ルミュウムセ棚 市とする場合に

ろ｡ND.193は炎の掛 少 しく赤色を靴 Fて見x.ろ 於けち炎光スペクトル

耶E程である.また No 19Lzは緋色は現わJplず,咲町 これが多,Lとも炎の発色の媒介をしてい勺よう.二見x.

な火の粉を発散する.hTo王95.196.ま何nも火の粉せ る｡

灘枇し,符に No 196ミミ契丘である.10 198は逸

り.消火した｡Nt)199の火の粉も9:晃である｡またで

の炎は多少甘也を耶びる晩産である,

ス-クトル輔 に上ると以上全体1/通じてアル .三

サムの泣入旬202.'の方が5078に比較して白光を生ずべ

きパンTTの弘雄が大である｡従って肉眼にて校疾さIt

る炎色も比較的節かであるが.での-艶掛こて〆ネyウ

人を助燃和とする均合に比して泊く茨はな い｡7ル ミ
ュウムの況人血2C2''は結局昏温罪に近い状熊である.

.Wちセラ･/クと倍化弄JとのBLJISによって気体か花生し

川 I.i h

7ル､ニウ人を助燃剤とする場合に於ナる炎X-7ベ

クトル中也二を発押しiflべき-ソトは~173yウLJL

紙 都として用いる視合に比して甚しく狭藍がL小さく

-/ルミュウ人の/rdが和すに従って益々そうである｡7pt

ってアルミニウムな用いるとさは払出大なる也光+_/ju

ろことは不可陛なようである｡al'にこのJ'L,こ況しては

I/ル ミニウムの契相性iま7グネyウ人に劣ると35べ

きであろう.
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